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１ 調査概要 

（１）調査の目的 

   本アンケート調査は、新型コロナウイルス感染症が市民生活に与えた影響について把握すること

を目的に実施したものである。 

 

（２）調査の方法 

  ア 調査地域 市内全域 

  イ 調査対象 令和３年 12月１日現在、結城市に住民登録のある市民（16歳以上を対象） 

  ウ 母 集 団 44,274人（令和３年 12月１日現在） 

  エ 標 本 数 2,000票 

  オ 抽出方法 16歳以上の市民から無作為に抽出 

  カ 調査方法 郵送による発送・回収 

  キ 調査期間 令和４年１月５日～令和４年１月 31日 

 

（３）回収状況 

ア 標 本 数  2,000票 

  イ 有効回収数   882票 

  ウ 有効回収率   44.1％ 

  エ 地区別回収率 

区  分 配布数 回収数 回収率 

結 城 小 学 校 地 区 471 209 44.4% 

城 南 小 学 校 地 区 348 162 46.6% 

結 城 西 小 学 校 地 区 347 156 45.0% 

城 西 小 学 校 地 区 212 82 38.7% 

絹 川 小 学 校 地 区 141 52 36.9% 

上 山 川 小 学 校 地 区 126 56 44.4% 

山 川 小 学 校 地 区 151 58 38.4% 

江 川 北 小 学 校 地 区 133 64 48.1% 

江 川 南 小 学 校 地 区 71 29 40.8% 

無 回 答 - 14 - 

総  計(市 全 体) 2,000 882 44.1% 

 

（４）備考 

構成比は小数点第２位を四捨五入して小数点第１位まで示している。四捨五入したため合計は 

100％にならない場合がある。 
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２ 調査結果 

（１）回答者の属性について 

 

   

   回答者の年齢は、「70 歳以上」が 31.0％、次いで「60 歳代」が 18.8％、「50 歳代」が 15.4％となった。

年齢層が高いほど、回答率も高くなる傾向が見られた。 

 

 

選択項目 人数 構成比 

1 10 歳代 32 3.6% 

2 20 歳代 48 5.4% 

3 30 歳代 82 9.3% 

4 40 歳代 136 15.4% 

5 50 歳代 136 15.4% 

6 60 歳代 166 18.8% 

7 70 歳以上 273 31.0% 

無回答 9 1.0% 

合 計 882 100.0% 

   

 

 

 

 

   回答者の職業は、「無職」が 34.5％、次いで「会社員」が 23.4％、「パート・アルバイト」が 13.4％、

「自営業」が 9.6％となった。 

 

選択項目 人数 構成比 

 1 農林水産業 31 3.5% 

 2 自営業 85 9.6% 

 3 会社員 206 23.4% 

 4 公務員 26 2.9% 

 5 団体職員 35 4.0% 

 6 自由業 4 0.5% 

 7 パート・アルバイト 118 13.4% 

 8 学生 42 4.8% 

 9 無職 304 34.5% 

10 その他 22 2.5% 

無回答 9 1.0% 

合 計 882 100.0% 

 

  

問１ 年齢別 

問２ 職業別 

10歳代

3.6%
20歳代

5.4%

30歳代

9.3%

40歳代

15.4%

50歳代

15.4%

60歳代

18.8%

70歳以上

31.0%

無回答

1.0%

農林水産業

3.5%

自営業

9.6%

会社員

23.4%

公務員

2.9%

団体職員

4.0%自由業

0.5%

パート・アルバイト

13.4%

学生

4.8%

無職

34.5%

その他

2.5%

無回答

1.0%
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回答者の居住地区は、「結城小学校地区」が 23.7％で最も多く、次いで「城南小学校地区」が 18.4％、

「結城西小学校地区」が 17.7％、「城西小学校地区」が 9.3％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）新型コロナウイルス感染症の影響について 

 

 

新型コロナウイルス感染症の影響は、「影響があった」が 42.6％で最も多く、次いで「少し影響があっ

た」が 31.9％、対して「あまり影響はない」が 14.9％、「影響はない」が 5.7％となった。 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

選択項目 人数 構成比 

1 結城小学校地区 209 23.7% 

2 城南小学校地区 162 18.4% 

3 結城西小学校地区 156 17.7% 

4 城西小学校地区 82 9.3% 

5 絹川小学校地区 52 5.9% 

6 上山川小学校地区 56 6.3% 

7 山川小学校地区 58 6.6% 

8 江川北小学校地区 64 7.3% 

9 江川南小学校地区 29 3.3% 

無回答 14 1.6% 

合 計 882 100.0% 

選択項目 回答数 構成比 

影響があった 376 42.6% 

少し影響があった 281 31.9% 

今後影響が出る可能性がある 29 3.3% 

あまり影響はない 131 14.9% 

影響はない 50 5.7% 

無回答 15 1.7% 

 合  計 882 100.0% 

結城小学校

地区

23.7%

城南小学校

地区

18.4%

結城西小学校地区

17.7%

城西小学校地区

9.3%

絹川小学校地区

5.9%

上山川小学校地区

6.3%

山川小学校地区

6.6%

江川北小学校地区

7.3%

江川南小学校地区 3.3%
無回答

1.6%

問３ 居住地区 

影響があった

42.6%

少し影響が

あった

31.9%

今後影響が

出る可能性

がある

3.3%

あまり影響

はない

14.9%

影響はない

5.7%
無回答 1.7%

問４ 影響の有無 
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   影響の内容は、「外出制限による交流機会などの減少」が 62.2%と最も多く、次いで「スポーツや文化活

動の機会の減少」が 28.0％、「収入の減少」が 20.5％、「支出の増加」が 14.6％となった。 

選択項目 回答数 構成比 

体調不良･健康状態の悪化 77  8.7% 

医療が思うように受けられない 107  12.1% 

外出制限による交流機会などの減少     549  62.2% 

スポーツや文化活動の機会の減少 247  28.0% 

学習機会の確保･学力低下 46  5.2% 

収入の減少(失業や経営不振などによる) 181  20.5% 

支出の増加 129  14.6% 

子育ての負担増 58  6.6% 

介護の負担増 25  2.8% 

働き方の変化による負担 106  12.0% 

感染の状況や感染防止対策などの情報が得られない 52  5.9% 

その他 30  3.4% 

無回答 187  21.2% 

合  計 1,794  

回答者数 882   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 複数回答（最大３つまで）の設問であり、総回答数は 1,794 だが、回答者の実数は 882 のため、882 を基準として構成比

を算出している。また、構成比は小数点第２位を四捨五入して小数点第１位まで示しているため合計は 100％にならない。  

問５ 影響の内容 

62.2%

28.0%

20.5%

14.6%

12.1%

12.0%

8.7%

6.6%

5.9%

5.2%

3.4%

2.8%

21.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

外出制限による交流機会などの減少

スポーツや文化活動の機会の減少

収入の減少(失業や経営不振などによる)

支出の増加

医療が思うように受けられない

働き方の変化による負担

体調不良･健康状態の悪化

子育ての負担増

感染の状況や感染防止対策などの情報が得られない

学習機会の確保･学力低下

その他

介護の負担増

無回答
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【その他】 

その他の意見 

家族が入居している老人介護施設の面会制限。 

飲食店の閉店が早く、困った。 

実習生が来ない。 

学校が休校になり、子どもを預けるところがなかった。 

マスクによる肌荒れ。 

 

 

 

 

困りごと・心配ごとについては、回答者数 882 票のうち、274 票（31.1％）の意見が寄せられた。 

主な意見については、下表のとおりである。 

 

困りごと・心配ごとに関する主な意見 

オミクロン株が流行っているので、早くワクチン 3 回目を打ちたいです。 

コロナ陽性になった場合、自宅待機の時の支援があるのか。 

PCR 検査のできる場所がわからない。 

予防接種を打たない人への誹謗中傷。打たない人はダメ的な考え方。 

感染による家族への健康不良。 

親の体調の低下、認知症への進行。 

親が感染症にかかってしまった場合、子どもたちの面倒をどうするのか。 

マスクをずっとつけて生活しているため、苦しい（息がしずらい） 

一人暮らしの人が、コロナに感染してた場合、隔離期間中の生活（食事等）はどうしたら 

良いのだろうか。 

収入の減少にかかわらず、物価が上昇している。 

私自身医療従事者ですが、毎日とても忙しい。 

働き口が少ない（パート、アルバイト） 

学校が休校になること（子どもの預け場所等） 

収入減の状況でも税金（固定資産等）は変わらないなど。 

この状況がいつまで続くのか？コロナの終息いつなのか？ 

特になし 

  

問６ 困りごと・心配ごと 
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（３）新型コロナウイルス対応地方創生臨時交付金事業について 

 

・地元飲食店応援事業 

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている市内飲食店の支援及び利用促進のため、結城商工会議所
が実施するプレミアム付クーポン券（むすびめし券）を販売する事業に対し、プレミアム分及び事務経費
を補助しました。 

 

 

 

選択項目 回答数 構成比 

はい 191 21.7% 

いいえ 669 75.9% 

無回答 22 2.5% 

 882 100.0% 

 

 

選択項目 回答数 構成比 

満足 77 40.3% 

やや満足 78 40.8% 

どちらでもない 24 12.6% 

やや不満足 6 3.1% 

不満足 4 2.1% 

無回答 2 1.0% 

  191 100.0% 

  

 

地元飲食店応援事業に関する主な意見 

テイクアウト需要も高まっている状況下、消費者にとってもメリットがあり良かったと思う。 

行ったことのないお店に行くことができてよいと思いました。 

飲食店も大変だと思います。早く終息を願うばかりです。 

利用できる店舗が増えていたので、また実施してほしいです。 

お弁当で好きなものが購入できなかったり、けっこう並んでいたりと、利用したい時に不満に思うこともありました

が、こういう事業はよいと思います。 

お弁当販売をもっと長くやってほしかった。上限額がないと良いと思います。 

このような事業があったことを知りませんでした。もっと PRしてほしい。 

飲食店側の意見をこまめに聞いて具体的に対策してほしい。 

むすびめし券を使用できる店舗を増やしてほしい。もうちょっと期間長くしてほしい。 

なぜに飲食店の応援ばかりなのでしょうか。他の仕事をしていて給料が減り困っている人もいます。 

  

問９ ご意見等 

問７ 利用の有無 

問８ 満足度 

満足

40.3%

やや満足

40.8%

どちらでもない

12.6%

やや不満足

3.1%

不満足

2.1%
無回答

1.0%
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・学校休業中児童生徒昼食支援事業 

学校休業中の小中学校児童生徒に対し、栄養士作成の献立に基づいた弁当を購入する費用の一部を助成
しました。（スクールランチ弁当） 

 
 

 

選択項目 回答数 構成比 

はい 18 2.0% 

いいえ 807 91.5% 

無回答 57 6.5% 

  882 100.0% 

 

 

 

選択項目 回答数 構成比 

満足 6 33.3% 

やや満足 5 27.8% 

どちらでもない 3 16.7% 

やや不満足 2 11.1% 

不満足 0 0.0% 

無回答 2 11.1% 

  18 100.0% 

 

 

 

学校休業中児童生徒昼食支援事業に関する主な意見 

給食が食べられなくなって食が偏ってしまうので、良い取り組みだと思いました。 

とても良い対策だと感じていました。同じような事態になった時は、また助けて欲しいと思います。 

子ども本人が取りに行かなくてはならないので、やや難を感じたが、おいしくいただけました。 

共働きの家庭が多いので良いことだと思います。 

給食のようにバランスの取れた食事を考えるのは大変なので、専門の人が考えてくれたお弁当はとても助かると思

います。 

利用してみたいと思ったが、子どもが取りに行くのを嫌がったため利用しませんでした。 

スポットではなく継続事業として取り組んでほしいです。子どもたちの元気は結城市の元気だと思います。 

家庭でも作れるようレシピ動画を公開するのもいいかと思います。 

栄養士が作った献立の弁当もいいですが、給食のメニューを弁当にするのでもよいのでは？ 

支援がないと困る家庭もあると思いますが、そこまでする必要があるのかと考えてしまう支援かと思います。 

  

問１２ ご意見等 

問１０ 利用の有無 

問１１ 満足度 

満足

33.3%

やや満足

27.8%
どちらでもない

16.7%

やや不満足

11.1%

不満足

0.0%

無回答

11.1%
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・地域魅力発信事業 

新型コロナウイルス感染症に関する情報や、終息後、地域経済の復興に向けて尽力する事業者や市民の
姿、名産品、観光施設等を紹介する動画などを作成し市公式 YouTubeで発信しました。（市公式
YouTube：結城市魅力発信動画など） 

 
 

 

選択項目 回答数 構成比 

はい 78 8.8% 

いいえ 790 89.6% 

無回答 14 1.6% 

  882 100.0% 

 

 

 

選択項目 回答数 構成比 

満足 16 20.5% 

やや満足 27 34.6% 

どちらでもない 26 33.3% 

やや不満足 6 7.7% 

不満足 2 2.6% 

無回答 1 1.3% 

  78 100.0% 

  

 

地域魅力発信事業に関する主な意見 

市公式 youtubeや魅力発信動画は大いに発信してください。 

地域に行きたくても行けないので見るだけでも元気をいただいています。ありがとう。感謝しています。 

地域（結城市）の魅力についての発信については、コロナに関係なく今後も続けていってください。 

知りませんでした。もっと人目に付く様にＰＲした方が良いと思います。 

茨城県全体で魅力を全体にアピールすると良いと思います。 

今は SNSでのアピールでヒットすることもあるので取り組みとしては良いと思います。 

もっとキレイな場所はたくさんあるし、素敵な店やモノはたくさんあると感じた。頑張ってほしい。 

見る見ないに関わらず、発信していくのは良いと思う。知らないことは沢山あるし、手軽に情報が得られます。 

趣味が多様になっている中で広く好かれるようなものよりも深く掘り下げたものの方が良いのではないか？ 

動画を見ない人もいるので、広報のような紙媒体で紹介するのも良いと思います。 

  

問１５ ご意見等 

問１３ 利用の有無 

問１４ 満足度 

満足

20.5%

やや満足

34.6%

どちらでもない

33.3%

やや不満足

7.7%

不満足

2.6%

無回答

1.3%
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・花いっぱい応援事業 

需要が落ち込む花き業者の事業継続支援及び市民への心身の健康づくり支援として、①購入者への金券
の交付、②婚姻・出産した市民へのフラワーアレンジメントの贈呈、③花の展示会開催等の事業を実施し
ました。 

 

 

選択項目 回答数 構成比 

はい 33 3.7% 

いいえ 832 94.3% 

無回答 17 1.9% 

  882 100.0% 

 

 

選択項目 回答数 構成比 

満足 18 54.5% 

やや満足 7 21.2% 

どちらでもない 3 9.1% 

やや不満足 2 6.1% 

不満足 1 3.0% 

無回答 2 6.1% 

  33 100.0% 

 

 

 

花いっぱい応援事業に関する主な意見 

祝い事に花束をいただいたらとてもうれしいし心が癒されます。世の中が明るくなる様で良い企画です。 

お花のある生活はゆとりと癒し効果があると思います。 

普段花を買う習慣がないので購入のきっかけになりました。 

また実施してほしいです。婚姻・出産だけでなく、入学・卒業・誕生日などもあるとうれしいです。 

市内のイベントや催事で、結城市産の花を積極的に活用してもらえるのは良いことだと思いました。 

子どもを産んだ際にお知らせをいただきましたが、すこし面倒だなと思って利用しませんでした。 

金券の交付もいいですが苗とか種とかもらえるのもうれしいと思います。 

応援事業をしていることを知りませんでした。もっと広くみんなが知ることができる方法があれば良いと思います。 

周りから聞き事業のことを知りましたが、対象者全員に知らせるようにしてほしかったです。 

この応援事業をやっている事が知りませんでしたが、わかっていれば利用したいと思います。 

  

問１８ ご意見等 

問１６ 利用の有無 

問１７ 満足度 

満足

54.5%やや満足

21.2%

どちらでも

ない

9.1%

やや不満足

6.1%

不満足

3.0%

無回答

6.1%
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・児童生徒１人１台端末整備支援事業 

児童生徒に１人１台パソコンを支給し、学校や家庭での学習環境等を整備しました。 

 

 

 

選択項目 回答数 構成比 

はい 146 16.6% 

いいえ 676 76.6% 

無回答 60 6.8% 

  882 100.0% 

 

 

 

選択項目 回答数 構成比 

満足 50 34.2% 

やや満足 44 30.1% 

どちらでもない 25 17.1% 

やや不満足 15 10.3% 

不満足 9 6.2% 

無回答 3 2.1% 

  146 100.0% 

  

 

 

児童生徒１人１台端末整備支援事業に関する主な意見 

コロナ禍の授業がテレワークとなる以上、児童生徒１人１台の支援は必要であると思います。 

これからの時代タブレットで色々やれるのは良いと思いますが、使い方を正しく教えるようにしてほしいです。 

児童生徒１人１台に分けへだてなくＰＣを支給したことは大変よかったと思う。 

PCを支給したらそれを有効に使えるように指導し、ネット社会に貢献できる人を育ててほしいです。 

端末を配ることだけではなく、ネットや表計算、プログラミング等を教えなければ、無駄になるでしょう。 

持ち帰るには、少し重すぎて・・・普通のタブレットで良かったと思いました。 

使い方などが難しいです。壊してしまわないか心配です（学校⇒自宅への持ち運び等） 

セキュリティはしっかりしてください。ネットリテラシーも大切ですのでそのへんの教育もしっかりとお願いします。 

インターネット、SNSによるいじめが心配です。 

全ての家にネットワーク環境が整っているとは限らない。 

  

問２１ ご意見等 

問１９ 利用の有無 

問２０ 満足度 

満足

34.2%

やや満足

30.1%

どちらで

もない

17.1%

やや不満足

10.3%

不満足

6.2%

無回答

2.1%
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・ふるさと結城学生応援事業 

新型コロナウイルス感染症の影響により帰省出来ない市外に居住する大学生等に市特産品等を送付しま
した。 

 

 

 

選択項目 回答数 構成比 

はい 23 2.6% 

いいえ 816 92.5% 

無回答 43 4.9% 

  882 100.0% 

 

 

 

選択項目 回答数 構成比 

満足 14 60.9% 

やや満足 3 13.0% 

どちらでもない 5 21.7% 

やや不満足 0 0.0% 

不満足 0 0.0% 

無回答 1 4.3% 

  23 100.0% 

  

 

ふるさと結城学生応援事業に関する主な意見 

帰省したくとも帰省できずに又アルバイト等もなくなり生活に困窮する学生を応援することはとても良いことだと

思います。 

今後も是非継続していただきたいと思います。 

アルバイトをしながら学生をしなければいけない子達には、とても良いと思いました。 

困っている学生さんをしっかりサポートしてほしいです。 

若い人の応援は今後につながるのでとても良い事ですからどんどんしてほしいです。 

市外に居住する学生が結城市をさらに良い故郷と感じてくれたと思います。 

自宅から通学する学生もアルバイトに行けなかったりしたので、同じように支援してほしいと思いました。 

対象者でも事業を知らない人もいたのでは？ 

国の事業で１８才以下に 10万円とありましたが、大学生でも困っている人はたくさんいます。現金を給付してあげ

てほしいです。 

市の特産品よりも生活必需品が好ましいかと。応援事業と言いながら特産品の PRのように思えました。 

  

問２４ ご意見等 

問２２ 利用の有無 

問２３ 満足度 

満足

60.9%

やや満足

13.0%

どちらでもない

21.7%

やや不満足

0.0%

不満足

0.0%

無回答

4.3%
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・プレミアム付商品券事業 

市内経済の活性化と消費拡大を図るため、プレミアム付商品券を発行しました。 

（プレミアム率４０％） 
 

 

 

選択項目 回答数 構成比 

はい 427 48.4% 

いいえ 440 49.9% 

無回答 15 1.7% 

 882 100.0% 

 

 

 

選択項目 回答数 構成比 

満足 239 56.0% 

やや満足 136 31.9% 

どちらでもない 14 3.3% 

やや不満足 32 7.5% 

不満足 4 0.9% 

無回答 2 0.5% 

  427 100.0% 

 

 

 

プレミアム付商品券事業に関する主な意見 

プレミアム付き商品券は消費の活性に大いに役立ちます。 

プレミアム率をもっと上げてほしかった。購入制限数も増やしてほしいです。 

お得感があり閉塞感があった暮らしの中で、地元近くで使用できてよかったです。 

収入が減ったので非常に助かりました。 

なかなか行けないお店にも行けて気晴らしにもなったのですごくよかったです。 

B券が使えるお店を増やしてほしい。B券の５００円券を復活させてほしい。 

A券、B券は区別なしで、どこでも使えるようにして欲しいです。 

現金配布を希望します。中間の費用がかかりすぎだと思います。 

使用期限が短い。特に行動制限された時に期限内に使用されるか疑問です。 

電子マネー形式でできる方がよいと思います。（レジがわずらわしいため） 

  

問２７ ご意見等 

問２５ 利用の有無 

問２６ 満足度 

満足

56.0%やや満足

31.9%

どちらで

もない

3.3%

やや不満足

7.5%

不満足

0.9%

無回答

0.5%
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（４）今後について 

 

   今後望むことは、「安定した医療体制確保」が 75.1%と最も多く、次いで「市民の感染防止対策」が 57.3％、

「感染の状況や感染防止対策などの情報発信」が 43.2％、「高齢者の生活支援」が 40.2％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 複数回答（最大５つまで）の設問であり、総回答数は 3,589 だが、回答者の実数は 882 のため、882 を基準として構成比

を算出している。また、構成比は小数点第２位を四捨五入して小数点第１位まで示しているため合計は 100％にならない。 

選択項目 回答数 構成比 

安定した医療体制確保 662  75.1% 

市民の感染防止対策 505  57.3% 

小学校･中学校の感染防止対策 194  22.0% 

保育所･幼稚園などの感染防止対策 130  14.7% 

小学生･中学生の学習支援 116  13.2% 

打撃を受けている中小企業や自営業者への経済的支援 298  33.8% 

子育て世代への経済的支援 195  22.1% 

大学生など若者世代への支援 131  14.9% 

高齢者の生活支援 355  40.2% 

雇用対策･労働環境の改善 169  19.2% 

テレワークなど新しい働き方への対応 71  8.0% 

スポーツや文化活動への支援 79  9.0% 

市内商業施設、商店などの消費喚起 101  11.5% 

市民活動･地域活動への支援 92  10.4% 

東京圏からの移住者の受入体制の確保 56  6.3% 

感染の状況や感染防止対策などの情報発信 381  43.2% 

その他             30  3.4% 

無回答 24  2.7% 

合  計 3,589   

回答者数 882  

問２８ 今後望むこと 

75.1%

57.3%

43.2%

40.2%

33.8%

22.1%

22.0%

19.2%

14.9%

14.7%

13.2%

11.5%

10.4%

9.0%

8.0%

6.3%

3.4%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

安定した医療体制確保

市民の感染防止対策

感染の状況や感染防止対策などの情報発信

高齢者の生活支援

打撃を受けている中小企業や自営業者への経済的…

子育て世代への経済的支援

小学校･中学校の感染防止対策

雇用対策･労働環境の改善

大学生など若者世代への支援

保育所･幼稚園などの感染防止対策

小学生･中学生の学習支援

市内商業施設、商店などの消費喚起

市民活動･地域活動への支援

スポーツや文化活動への支援

テレワークなど新しい働き方への対応

東京圏からの移住者の受入体制の確保

その他

無回答



 

14 

 

       

      

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に関する市民アンケート調査のご意見についてはア
ンケートの回答者数 882 票のうち、319 票（36.2％）の意見が寄せられた。 
主な意見については、下表のとおりである。 
 

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業等に関する主な意見 

医療体制確保及び市民への感染防止対策を重点に推進をお願いします。 

気軽に PCR 検査を受けられる場所を増やしてほしい（PCR 検査の無料化）。 

医療関係の皆様、その他の関係の皆様が頑張ってくださりありがとうございます。 

感染がまた拡大してきておりますが、市民は注意して、市としては安心して生活できるよう対策

をお願いしたいと思います。 

ワクチン接種を速やかに進めてほしいです。 

ワクチン接種の予約電話がつながらなかった。高齢者はパソコンやインターネットをやる人ばか

りではないと思います。何か、もっと負担なく接種できないものか。 

基本的には、自分自身が感染対策をしなければならないと思います。「一人一人が気をつけまし

ょう」運動です。 

感染された方が差別されることがないよう思いやりがある世の中になってほしいです。 

空き家などを利用して病床が不足しているときに仮病棟として活用するのはどうでしょうか。 

できる限り学校や幼稚園は休みにしないでください。 

対策等の情報発信をタイムリーにして頂きたいです。 

LINE でコロナの感染状況、対策等の記事、動画（市長の話）などを知れて良いことだと思います。 

外国人の為のパンフレットなどを充実させ、もっと周知してほしいです。 

子育て世代の経済支援もわかりますが高齢者の生活支援をも望みます。 

大学生（専門）にも、もう少し支援をしてほしかった。 

コロナはすぐにはなくならないので、正しく恐れてウイズコロナで生活していけるように、情報

の開示、ワクチンの速やかな接種対応などの方法がとれるとありがたいと思います。 

感染拡大地域に勤務している人のテレワーク推進、企業に対する要請を強化する等の拡大防止策

に取り組むと良いと思います。 

自治体によって対応にバラつきがあります。結城市においては先進的な取り組みを期待します。 

例えば商品券ではなく、キャッシュレスでの特典付与など、社会が新しい生活様式へ転換してい

くことを促すような中身とすべきだと思います。 

コロナ対策を種々広く実行していると知り、感謝します。ただ、その内容が多岐に渡り金額も大

きいため、業者の選定、物の品質確認、購入単価の適正などをしっかり監査すべきだと思います。 

現在の政府と同様で、目的が不鮮明あるいは多目的なバラマキは納得ができません。バラマキ支

援はポピュリズム政策に見えます。 

 

  

問２９ 自由意見 
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３ まとめ 

   今回のアンケートでは、配布数 2,000票に対し有効回答数は 882票、回答率は 44.1％となった。回答率

が 40％を超えており、かつ、回答者の属性を見ると、居住地区による回答率の偏りも少ないことから、市

全体における市民の意見を把握できたものと考える。年代別で見ると 70 歳以上が 31.0％と最も多いが、

これは他の年代区分が 10 歳刻み(10 歳代は 16～19 歳)であることから相対的に高くなっているものと推

察される。職業別については「無職」が 34.5％と最も多いが、これは前述の定年を迎えた高齢者の回答率

が高いことに比例していると考えられる。 

新型コロナウイルス感染症の影響については、「影響があった」「少し影響があった」「今後影響が出

る可能性がある」と回答した人の割合が 77.8％であり、多くの市民が何らかの影響を受けたとの結果で

あった。 

具体的な影響の内容としては、「外出制限による交流機会などの減少」「スポーツや文化活動の機会の

減少」「収入の減少」と回答した方が多く、コロナ対策として実施された３密回避や人流抑制などが生活

や行動にも大きな影響を与えたものと考えられる。 

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業については、ほとんどの事業が何らかの条件で

対象者を限定しているため、「利用の有無」で「はい」と答えた人の割合が低くなっているが、事業を利

用した人（はいと答えた人）の満足度は「満足」「やや満足」と答えた人の割合が多かったことから、事

業成果は概ね得られたものと推察される。 

   今後についてのうち、「今後望むこと」については、「安定した医療体制確保」「市民の感染防止対策」

「感染の状況や感染防止対策などの情報発信」といった感染予防や感染してしまった場合でも安心して医

療機関を受診できる環境整備に関する意見が上位となった。 

   また、自由意見においても、ワクチン接種や PCR検査体制の充実といった感染拡大防止時期に関する意

見が多かった一方、テレワークやキャッシュレスの推進といったウィズコロナ・アフターコロナに関する

意見もあり、市民ニーズが多岐にわたることが分かった。 

   最後に、目まぐるしく変化する新型コロナウイルス感染症の対策については、国・県などの動向を見極

めながら本市の状況に合わせた事業を実施することが求められていることに加え、必要な人に必要な支援

がいきわたるよう十分な告知やその効果検証に関する情報発信が求められる。 
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４ 調査票 
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